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登録料
10,000 円
ただし、同一年度内に本大学院内（専門職課程含む）の科目等履修生の登録料
を納入済みの場合は不要です。

履修料

①人文科学研究科（国際日本学インスティテュートを含む）・
国際文化研究科・経済学研究科・法学研究科・政治学研究科・
社会学研究科・経営学研究科・キャリアデザイン学研究科・
公共政策研究科・連帯社会インスティテュート・人間社会研究科

（1）4 単位科目1 科目につき                 60,000 円
（2）2 単位科目1 科目につき                 30,000 円
②理工学研究科・デザイン工学研究科

（1）4 単位科目1 科目につき                 94,000 円
（2）2 単位科目1 科目につき                 47,000 円
③政策創造研究科

（1）4 単位科目1 科目につき                 100,000 円
（2）2 単位科目1 科目につき                 50,000 円

その他 上記のほか、授業で利用する教材等で別途料金の負担が必要に
なることがあります。

　2年間通学できるか心配な方には、大学院通学の疑似体験としても利用

できます。どのような授業が行われているか、立地的に問題がないか、体験

してみてください。

科目等履修生

　科目等履修生として取得した単位のうち 10 単位までは、正規生に入学

後、研究科教授会の許可を受けて修了に必要な単位として認められます。

よって履修した科目は無駄になりません。

　私は大学で日本語学の専任講師を務めており、自分自身のための再

学修とともに、キャリアの棚卸しをして今後の仕事に生かしたいと考えて

制度利用を決めました。受講可能な日時が週末に限られるため、半期に

1科目ずつ、2年間をかけて「生涯学習論」「メディア社会学特殊研究2（社

会学研究科）※2014年秋」「キャリア調査研究法基礎」「キャリア教育論」

といった科目を受講しています。主にキャリアデザイン学研究科の科目で

すが、社会人として経験を積んだ方 と々の貴重な意見交換の場となり、交

流も深まっています。この制度は、他の大学院と比較して科目のレパートリー

が豊富です。また、科目等履修生も決して「お客様」扱いではなく、本科生

と同様に緊張感を持って授業に臨めます。教授陣も一流でマンツーマン

で親身になってくださり、カルチャースクールなどとは異なるアカデミック

な学びをピンポイントで経験したいという方にも適した制度だと思います。

これまでの自分自身の経験や実績を再確認する個人という存在を世の中のために生かしたい

桑田　明

　大学院を選択する際、私が法政大学大学院の科目等履修制度を利

用した理由は、科目のラインナップです。社会人として経験を重ねるに

つれ、経済や消費とは別の分野について学びたいという思いが強くなり、

秋学期の半期で「英語学特殊研究第二B」「戦後沖縄と対外関係Ⅱ」「日

本文芸特講ⅡB」の3科目を受講しています。授業を通し、沖縄の戦後

を深く学ぶことで日本の戦後政治への理解が進み、さらに政治と文学

が表裏一体である点に気付くことができました。ただ、そこでは知識

の獲得以上に、凝り固まっていた思考回路に新たな視点が加わり、私

個人の世界観が大きく広がったことに喜びを感じています。

　今後は正規生としての入学を検討していますが、まずは来年度に

通年での科目等履修制度の利用を考えています。その際には現在の

人事職という業務の関連や個人的興味から、心理学を学ぶ予定です。

多彩な分野の社会人が、科目等履修生制度を利用しています。

木村　恵
勤務先：文具メーカー  勤務

科目等履修生のメリット

■出願から在籍期間終了までの流れ　＜参考＞秋学期出願の場合
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　科目等履修生として履修することができるのは、正規学生の履修登録が

ある修士課程の授業科目のみです。博士後期課程の授業科目は履修できま

せん。併せて、以下の点に注意してください。

■履修できる科目

● 修士論文の完成を目的とした「論文指導科目」や、在学生の研究成果発表を目的

　とした科目は履修できません。専攻によって、論文指導科目を「○○○演習」の名

　称で表現している場合があります。

● 科目の性格により、受講を認めない場合があります。出願する科目について不 

　明な点がありましたら、担当窓口までお問い合わせください。

● 出願を受け付けた科目については、書類審査を経て受講許可・不許可の判断を

　いたします。必要に応じて面接を課す場合もあります。授業の性格により、担当

　教員が受講を許可しない場合がありますので、予めご了承ください。

● 受講許可となった科目でも、正規学生の履修登録がない科目については判明した

　時点で履修の継続ができません。

大学院進学の準備期間として活用 履修した科目は無駄にならない

■出願資格

※出願資格の確認が必要な方は、指定期日までに、最終学歴の卒業証明書と成績証明書を添えてお問い合
わせください。その他、研究科によって追加書類の提出を求める場合がありますので、事前に各研究科担
当窓口にお問い合わせください。

※研究科によりフローが上記と異なる場合があります。詳しくは募集要項をご確認ください。
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■募集研究科・専攻
研究科名 専攻名

人文科学研究科 哲学専攻・日本文学専攻・英文学専攻・史学専攻・
地理学専攻・心理学専攻・国際日本学インスティテュート

国際文化研究科 国際文化専攻

経済学研究科 経済学専攻

法学研究科 法律学専攻

政治学研究科 政治学専攻・国際政治学専攻

社会学研究科 社会学専攻

経営学研究科 経営学専攻（アカウンティング・ファイナンスコースを除く）

キャリアデザイン学研究科 キャリアデザイン学専攻

公共政策研究科 公共政策学専攻・サステイナビリティ学専攻

政治学研究科・
公共政策研究科 連帯社会インスティテュート

理工学研究科 機械工学専攻・電気電子工学専攻・応用情報工学専攻・
システム理工学専攻・応用化学専攻・生命機能学専攻

デザイン工学研究科 建築学専攻・都市環境デザイン工学専攻・システムデザイン専攻

人間社会研究科 福祉社会専攻

政策創造研究科 政策創造専攻

※経営学研究科 経営学専攻 アカウンティング・ファイナンスコース、情報科学研究科 情報科学専攻、人間社会 
　研究科 臨床心理学専攻は、科目等履修生を募集しません。
※経済学（昼間）、社会学、人間社会研究科の授業は、市ケ谷キャンパスおよび多摩キャンパスで行われますので、
　時間割に注意してください。なお、理工学研究科の授業は小金井キャンパスで行われます。

■ 2016 年度時間割表・シラバス公開

研究科名 時間割表・シラバスの公開

人文科学研究科（国際日本学インスティテュートを含む）・国際文化研究科・
経済学研究科・法学研究科・政治学研究科・社会学研究科・経営学研究科・
キャリアデザイン学研究科・公共政策研究科・連帯社会インスティテュート

 http: //w w w.hosei .ac .jp /gs / jy ug yo/ ich igaya /

理工学研究科 http: //w w w.hosei .ac .jp /gs / jy ug yo/ koga nei /

デザイン工学研究科 http: //w w w.desig n .hosei .ac .jp /gs /

人間社会研究科 http: //w w w.hosei .ac .jp /gs / ken ky u ka /n i ngensha ka i /

政策創造研究科 http: //w w w.hosei .ac .jp /gs / jy ug yo/sozo/

科目等履修制度は、法政大学大学院修士課程が開講する授業を 1 科目から履修できる制度です。
※一部履修できない科目があります。また、正規生の履修に支障をきたす場合、履修ができません。

Point
一年度
12 単位以内単位 費用

＜参考＞文系  4 単位科目 1 科目につきの場合
登録料 10,000円 ＋ 履修料 60,000円

合計 
万円7

1 大学を卒業した者

2 大学評価・学位授与機構により学士の学位を授与された者

3 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者

4 外国の学校が行う通信教育における授業科目をわが国において
履修することにより当該外国の学校教育における
16年の課程を修了した者

5 文部科学大臣の指定した者

6 大学に３年以上在学した者で、又は外国において学校教育における
15年の課程を修了した者で、本大学院において、
所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

7 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と
同等以上の学力があると認めた者で、22歳に達した者

　科目等履修生は、学士の学位を得た者で大学院における

正規学生の授業に支障のない範囲で授業担当者および当

該研究科教授会承認を経て許可されます。ただし、履修で

きる授業科目は、正規学生の登録がある修士課程に限りま

す。科目等履修生の募集受付は、年２回。春学期（通年開講

科目、春学期科目）と秋学期（秋学期開講科目）となります

が、１年を通じ12単位までの受講が可能です。「いずれ大

学院に進学したいと思うが、今は通学できる時間が十分確

保できない」「週１回程度なら受講できる」あるいは「大学

院に進学したいと思っているが、研究テーマを絞り切れて

いない」「大学院の授業についていけるかどうか不安であ

る」等々の理由で大学院進学の準備期間として本制度を活

用していただくことができます。

　本制度の申請受付期間は、春学期は毎年前年度末の３月

中下旬。また、秋学期は８月下旬の１週間程度となります。

応募資格、申請期間、登録料・受講料、提出書類など詳し

い情報に関しては、募集要項にて確認してください。

企業家としてイノベーションを主導したい方

企業の海外戦略を理論的・実践的に
学びたい方

消費者のニーズを体系的に分析したい方

キャリアコンサルタント国家資格化に伴い、
専門性の深化の学びを必要としている方

□史学専攻  [ 日本考古学特殊研究Ⅰ・Ⅱ ]

□経営学専攻  
[ イノベーション・マネジメント概論 ]

□経営学専攻　　　　　　  [ 国際経営論 ]

□経営学専攻  
[ マーケティング・リサーチ論 ]

□キャリアデザイン学専攻  
[ キャリアカウンセリング論 ]

科目等履修生は、毎年8月下旬と3月中旬〜下旬に
募集しています。

本制度利用の目的はさまざまです !

勤務先：私立大学  専任講師

 各研究科ホームページで公開しています。

学部で学んだ内容を今一度確認し、
資料解釈の幅をさらに広げたい方
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